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　市場事業部門では、外国為替・デリバティブ・債券・株式等の市場性商品を通じたソリューション提供をはじめ、バランスシート
の流動性リスクや金利リスクを総合的に管理するALM業務を行っています。

事業部門の概略

強み
•  グローバルなマーケットの知見を結集したお客さまへのタイムリーなソリューション提供力
•  マーケットの潮目の変化をプロアクティブに察知し、迅速かつ的確にリバランスを行うポートフォリオ運営

主な事業会社

事業会社 事業内容

三井住友銀行
東京、ニューヨーク、シンガポール、香港等に 
市場業務拠点を有し、グローバルに連携する 
ことで24時間体制でマーケットに対応

SMBC日興証券
国内に強固な顧客基盤を有し、幅広い投資家へ 
株式・債券等の商品を提供。グローバルに業容 
拡大中

連結業務純益に占める割合

市場事業部門

21%
2016年度

3,044億円
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市場事業部門

中期経営計画
事業環境・課題認識
　先進国の金融政策や新興国の経済動向、グローバルな政治・
地政学リスクの高まり等から、引き続き、不透明・不確実・不安定
なマーケット環境が継続することが想定されます。
　このような環境下、お客さまのヘッジニーズ、運用ニーズに対
して高度なソリューション提供が求められていると同時に、マー
ケットの変化を機敏に捉えたALM運営が必要になると認識して
います。

基本方針・目指す方向性
　高い変事対応力を発揮し、グローバルな市場関連業務にお
いて、ダウンサイドにも強いSMFGブランドを確立するととも
に、マーケット環境に応じた、機動的かつダイナミックなポートフォ
リオリバランスを通じて、高い収益性と安定性を実現します。
　また、SMFG各社が主要市場参加者として培ってきたノウハ
ウを、お客さまへのソリューションとして共有していくと同時に、
商品開発や規制対応等の業務基盤共通化によりコストシナ
ジー、スピードアップを図ります。
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■ 米ドル／円（左軸）　■ 日経平均株価（右軸）　■ DJ工業平均指数（右軸）  

* その他有価証券に区分される日本国債■ 日本　■ 米国　■ ドイツ

（年度末）（年度）

（年度） （年度）
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重点戦略
環境変化に応じた機動的なポートフォリオ運営
　各国のディーラーが議論を重ね様々なシナリオを想定するこ
とで、先見性を磨きリスク ・ リターンの最適化を図っています。い
かなるマーケット変動に対してもその変化の兆しをプロアクティ
ブに察知し、大胆かつ的確なオペレーションによって収益機会を
捉えていきます。

外貨調達力の強化
　SMFG全体の海外ビジネスを支えるべく、調達手段の多様化
や投資家層の裾野拡大を通じて、外貨調達の安定性を向上さ
せつつ、国際金融規制にも対応した適正なバランスシートコン
トロールを実現していきます。

　お客さまのヘッジや運用のニーズにお応えすべく、市場環境
や経済動向のきめ細かな情報提供を行うとともに、外国為替・デ
リバティブ・債券・株式等の商品ラインアップ拡充やタイムリーな
ソリューション提供を通じて、顧客満足度の向上とグループ収益
の拡大を図ります。
　また、各種電子取引の利便性向上と積極的な展開に注力し、
より幅広いお客さまのニーズにお応えしていきます。

3,500

3,000

2,500

0
’16 ’19 （年度）

マーケットを通じたソリューション提供 ～セールス＆トレーディング業務

市場事業部門

三井住友銀行ディーリングルーム風景

セールス&トレーディング収益目標* 
（億円）

* 内部管理ベース

+650億円

APAC地域を中心とした地場通貨調達の強化
2016年度の新たな取組

タイバーツ建シニア債

オーストラリアドル建TLAC債*1

エマージング通貨建NCD*2

（インドネシアルピア、マレーシアリンギッド等）

*1  TLAC債：グローバルなシステム上重要な銀行の破綻時に損失を負担する社債。
持株会社の三井住友フィナンシャルグループが発行

*2 NCD：譲渡性預金
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2016年度の振り返り
　2016年度はBREXIT問題や米国大統領選挙、1年ぶりの
FRB利上げ等の各種イベントを背景に、マーケットが不安定にな
る局面もありましたが、株式インデックス投信を軸とした機動的
なポートフォリオリバランスにより、安定的に収益を確保するこ
とができました。
　また、セールス&トレーディング業務については、グローバル
に展開するお客さまに対する内外一体でのソリューション提供
や情報発信、投資家ニーズに合わせた運用商品のラインアップ
拡充を着実に進めました。

お客さま向け各種セミナーの開催
　市場事業部門では、お客さまへの経済動向・市場環境
に関する各種情報提供に注力しています。
　2016年度は海外のお客さま向けセミナーを精力的に
開催する等、内外の事業法人・投資家における多種多様
な市場性取引のサポートに努めました。
　今後もSMFGが持つ多様なチャネルと知見を活かし
て、より質の高い情報をスピーディに提供していきます。

　加えて、インターネットを通じた為替予約等の締結システム
「i-Deal」については、足許では1万9,000社を超えるお客さまに
ご利用いただいており、引き続き機能向上に努めます。
　外貨調達における取組については、TLAC債を含むシニア債
の発行に加え、アジア・大洋州地域を中心とした現地通貨建の
調達手段の拡充に注力しました。

Topics

SMBC日興証券「エグゼクティブ
カンファレンス」の様子(東京)

「i-Deal」 外国送金・貿易取引サービス 
「Global e-Tradeサービス」

三井住友銀行「FX Client Event」の 
様子(ニューヨーク)

法人向けインターネット版外国為替サービス

システム連携

392017 統合報告書 




